
Science Cafe Kobe (No.55)

まちの子どもたちを田んぼに連れ出して、

米づくりを体験させる田んぼの学校（楽校）が、

全国各地で流行しています。

その田んぼを切り取ってまちの中に持ち込み、

子どもたちに稲づくりを体験させるのが、

一坪田んぼの発想です。

何が起こって、どんな風景が出現するのでしょうか。

身の丈の科学の目で探って見たいと 思います。

阪急御影

旧
乾
邸

白
鶴
美
術
館
前

白鶴美術館

住吉中学

若宮八幡宮

甲南病院

　　ゲ ス ト  ： 　    赤尾整志 さん（NPO 自然環境復元協会 理事）

　　日　  時  ：   ２００８年１１月１５日（土）１４時から１６時

　　場　  所  ：   旧乾邸（神戸市東灘区住吉山手２丁目５-７）
                                           昭和初期の代表的な個人邸宅のひとつとして、
                                           高く評価を受けている名建築

　　アクセス  ： 　  阪急御影から徒歩１７分

　　　　　　      JR 住吉から 市バス３８系統
　　　　　　　     JR 甲南山手から　市バス３１系統
　　　　　　　     白鶴美術館前下車　徒歩 1 分
        
　　参  加   費 ：  ２００円 ( コーヒー or 紅茶＋ケーキ代 )

　　
　　定　 　員 ：  ５０名程度　先着順
　　　　　　　　定員になり次第締め切らせていただきます

     参加申し込み・お問い合わせ：神戸大学サイエンスショップ 

　　メール: scicafe@radix.h.kobe-u.ac.jp　

    TEL・FAX ： 078(803)7979
　　TEL ： 078(803)7846 　FAX ： 078(803)7761 

　　主催：サイエンスカフェ神戸  http://scicafe.h.kobe-u.ac.jp/

　　　　　　　   神戸大学サイエンスショップ

     共催：旧乾邸「ふれまちサロン」

一坪田んぼが目差す風景
サイエンスカフェは、科学者などの専門家と一般の市民が飲み物を片手に、

気軽に科学などの話題について語り合う新しいコミュニケーションの場です


